
第１８回加古川市石綿関連疾患リスク推定部会 次第 

 
日時：令和５年５月２６日（金）１４:００～ 
場所：市役所 新館 ９階 191 会議室 

１．開  会 
 
２．部会員出席状況報告 
 
３．配布資料確認 

資料１ 令和５年度 大気拡散実験仕様書（案）（第２版） 
 
 
 

４．議  題 
議題１ 大気拡散実験の仕様について                 【資料１】 
 
 

   
５．そ の 他 
 
 
 
６．閉  会 
 
 



資料１ 

 

令和５年度 大気拡散実験仕様書（案）（第２版） 

R5 年 5 月 22 日作成 
 
第 17 回リスク推定部会（令和 5 年 3 月 13 日実施）で公開した「令和５年度 大気拡散実
験仕様書（案）」（参考１）について、実験仕様の更なる検討を行った。 
実験は「Ⅱ 主に内部における大気拡散実験」と「Ⅲ 主に外部における大気拡散実験」
の 2 種類を企図しており、各実験の仕様は下記のとおりとする。 
 
Ⅰ 共通事項 

 １．実施日 

  ・令和５年７月下旬から８月末の間のうち数日 
  ・2020 年 8 月に実施された工事期間と比較的近い気象条件（特に風向）の期間をあら 

かじめ選定し、実験実施日直近に再度気象条件を確認した上で実験を行う。 
※主に内部における大気拡散実験・主に外部における大気拡散実験それぞれ２日ずつ 

実験を行う予定としているが、期間内に適した気象条件の日が充分確保できない場 
合は、実験日数を減らして対応することとする。 

  ・実験で使用するトレーサーガスの濃度や放出量を決めるための準備実験も期間内に 
   行う。 
 
Ⅱ 主に内部における大気拡散実験 

 １．ガス放出場所（発生源） 

  ・2020 年に工事が実施された 3 階、屋内。 
  ・配膳室 2 階屋上に校舎屋上まで、当時と同様の外部足場、防音シートを設置。 
  ・校舎内には、当時と同様の仮設間仕切壁を設置。 
   →間仕切壁の隙間は、当時の１〜４階の状況を集約して 3 階で再現。（添付１） 
 
 ２．測定 

  ・ガスの放出は短時間（5 分程度）にし、測定は 30 分間×8 連続の 4 時間。 
   →測定装置は 8 連続測定装置。（吸引開始時間と吸引時間の設定が可能。） 
  ・屋内の測定点は 19 点。（添付２） 
   →当時の各階の使用教室を 3 階の同一位置に当てはめた測定点。 
   →上下階への拡散の様子を把握する測定点。 
  ・屋外の測定点は 5 点。（添付３） 
   →外部足場上部、配膳室 3 階屋上（4 階高さ）、配膳室２階屋上（３階高さ）、地上 
    大気モニタリング地点、グラウンド（風上） 
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 ３．当時の再現（窓、扉の開閉） 

  ・3 階 ガスの放出場所の窓は取り外し、配膳室出入口はビニールシート養生。 
  ・仮設間仕切壁内の取り外した窓以外、廊下の窓は全閉。 
  ・3 階教室の中庭側の窓は全開にし、換気扇と空調を稼働させる。 
  ・管理棟から中庭側（渡り廊下）へ出る扉は全閉。 
  ・仮設間仕切壁の出入口は 10 分に 1 回、30 秒間開放。 
  ・教室の出入口及び管理棟正面玄関扉は 15 分に 1 回、30 秒間開放。 
 
Ⅲ 主に外部における大気拡散実験 

 １．ガス放出場所（発生源） 

  ・2020 年に工事が実施された 3 階で、⻄側にずらした位置。 
  ・校舎壁に沿うように１〜４階まで外部足場と防音シートを設置。 
  ・ガス放出位置（高さ）の違いや防音シートの有無によるガス到達濃度の違いを調査 
   するため、2 階からガスを放出する場合や防音シートを貼らない状態での実験も検討 
   を行ったが、実験日数が限られるため、全ての場合の調査が出来るかは実験実施時 

まで分からない。 
→優先順位は以下のとおり。 

実験場合分け 防音シート有 防音シート無 
ガス放出(３階) ① ③ 
ガス放出(２階) ② ④ 

 
 ２．測定 

  ・実験時間中、ガスを放出し続ける。 
・1 回の測定時間は 10 分間とする。測定回数は実験場合分けの可否によって変わるた 
 め、今後検討予定。 
 →測定装置は 8 連続測定装置。（吸引開始時刻と吸引時間の設定が可能。） 
・測定点は 30 点。（添付４） 
 →添付４の図は、測定点を放射状・均等に配置したものであるため、詳細配置や 
  決まった場所での測定機器の設置協議は今後行う予定。 
・50m 以遠についてもシミュレーションとの数値整合確認のために測定点を配置。 
・ガス放出場所が工事実施位置だった場合の相対的な位置関係を示した図。（添付５） 

 
 ３．当時の再現 

  ・窓や扉の開閉は主に内部における大気拡散実験に合わせる。 
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※防音シートどうしの目貼りは行わない。

つくり、扉枠上の部分に内側から養生テープを貼る。

PS

ＲＡＳＪＨ-７５,１００

配膳室 屋上

３ 階 平 面 図

①

②

３階天井伏図

仮設間仕切り展開図

ボード間の養生(養生テープ)

詳細図１

天井ふところ

ローカ

詳細図１

詳細図２

校
舎

 
 
配

膳
室

棟

詳細図２

※水平方向のみ
　垂直方向は貼らない

天井ボード取外し
※仮設間仕切りと干渉しない範囲を取外し、
　実験実施後、復旧する。

目貼り（①の位置もしくは②の位置）

※配膳室内にガスが入らないようにするため
　①の位置の場合は建具周囲を養生テープで
　目貼りする。
　②の位置の場合はビニールシート貼りの上
　ビニールシート重ね合わせ部分を養生テー
　プで目貼りする。

仮設間仕切りと柱の隙間の再現

※隙間の再現方法は詳細図による。

外部足場・防音シートの再現

使用材料等：枠組本足場、防音シート

窓の開閉の再現

※実験中は常時開ける。

仮設間仕切の再現

　1日毎に障子を脱着する。
ガス放出

使用材料：軽鉄下地 LGS65 の上、石膏ボード 12.5㎜貼
※養生テープの施工範囲は展開図・詳細図を参照

扉の開閉の再現 ※10分に1回 30秒程度開放する。

照明器具 又は 火災報知器と干渉する場所の再現

※軽鉄は設置せず、ボードは切り込む。
天井とボードの隙間を10㎜開けて貼る

詳細図２

設備配管が仮設間仕切りを貫通する箇所の再現方法

開口で再現(直径20㎜)

天井ふところ

ローカ

詳細図３

詳細図３

校舎柱と軽鉄との間に10㎜程度の隙間を再現する。

養生テープ貼を行うが、天井から150㎜は貼らない。

ボード間の養生(養生テープ)

コーナー部のボードは、長辺方向勝ちとし、
長辺方向ボードと短辺方向ボードは10㎜隙間
をあけて貼り、養生テープは貼らない。

実際の状況 再現案
※３階は天井下に設備配管がないため、下記「再現案」での再現を行う。

設備配管とボード開口の隙間は
養生テープ貼りが行われている
が、隙間が残っている。

実際の状況の隙間を

天井ボードと軽鉄はほぼ隙間なく設置されている。
照明器具 又は火災報知器と干渉する箇所は、
軽鉄は設置せず、壁ボードは切り込む。
(幅は器具＋α、高さは10㎜程度)
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設備配管開口再現（詳細図２）

設備配管開口再現（詳細図２）
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1
0仮設間仕切軽鉄下地組の状況再現

　100mm程度 離す。
※天井面の軽鉄は、短辺側を長辺側から

仮設間仕切軽鉄下地組の状況再現

※天井面の軽鉄は、短辺側を長辺側から
　10mm程度 離す。

扉枠上の軽鉄と校舎柱との間に20mm程度の隙間を

扉枠と校舎柱との間に10mm程度の隙間を
つくり、養生テープは貼らない。
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：当時 使用教室 ：測定地点 
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地上 （風下） 
別府中大気モニタ

リング地点 

地上 （風上） 
グランド側 

管理棟 
屋上 

配膳棟 
3F 屋上 

配膳棟 
2F 屋上 
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50m以遠は30mピッチで配置(本実験では、より遠くまで測りたいため）

ﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ用
位置未定

ガス放出階廊下

(26～28)はガス放出場所付近、足場上の上下　(29)はガス放出場所付近廊下　(30)は風上側

50m以内は10m地点から20mピッチで配置(ダウンウォッシュの検討用に近くも測りたいため)
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令和５年度 大気拡散実験仕様書（案） 

R５年３月１３日作成 
令和５年度実施予定の実験の仕様は下記のとおりです。 
今後のリスク推定部会での検討内容や実験当日の委員の判断により実験内容の変更を行う
可能性があります。 
 

１．業者ヒアリングで明らかとなった主要なアスベスト飛散の可能性がある作業 

（１）8 月 ６日  カッター切り作業、連続する斫り作業 ４階 ３時間 
（２）8 月 ７日  カッター切り作業、連続する斫り作業 ３階・2 階 ３時間 
（３）8 月 ８日  カッター切り作業、連続する斫り作業 １階 ３時間 
（４）8 月６〜8 日 （他の職員が並行作業する）足場歩行とガラ落とし 
（５）8 月 14〜15 日 外で養生・足場撤去に係わるガラ落とし、棕櫚箒による大きな

清掃作業 1 日（建物に人は不在だった） 
（６）8 月 17 日  建物階段で掃除 

 
２．大気拡散実験案 

目  的 ：拡散モデルの適用範囲外である次の区域の拡散状況を把握するため 
      ・校舎から概ね 50ｍ以内（拡散モデルの対象範囲は建物の高さの 3 倍以遠） 
      ・校舎内部 
  
場  所 ：加古川市立別府中学校（加古川市別府町新野辺北町８丁目９番地） 

 
日  時 ：令和５年７月下旬から８月の間のうち数日 

 
対象範囲 ：トレーサーガス放出場所から 50ｍ圏内 及び 管理棟校舎内 

 
作業の内容：・R２年 8 月当時の作業場所は位置①であるが、そこから外部に向けてガスを

放出した場合、増築配膳室棟が気流に影響を及ぼす可能性があるため、外部
（敷地周辺）に向けたガスの放出は位置②から行うことを検討。 

・ガス放出位置の移動に伴って、捕集地点も今後検討の予定。 
      ・内部（管理棟校舎内）に向けたガスの放出は位置①から実施予定。 
      ・捕集地点はこれまでの調査結果を基に今後検討する。 
 
使用材料 ：トレーサーガス（PMCH） 
     （大気拡散実験に用いられており、無色・無臭で人や動植物に無害とされる。） 
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